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訓辞を述べる高橋町長�

2008（Ｈ20年）5月号◯２

５
月
11
日
、
沢
内
中
学
校

校
庭
を
主
会
場
に
西
和
賀
町

消
防
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

演
習
に
は
消
防
団
員
２
３

９
人
、
婦
人
消
防
協
力
隊
員

55
人
、ポ
ン
プ
自
動
車
６
台
、

小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
18
台
が

集
合
し
ま
し
た
。

統
監
（
最
高
指
揮
官
）
を

務
め
た
　
橋
町
長
は
「
本
日

お
り
、
防
火
活
動
は
も
と
よ

り
、
災
害
防
止
活
動
の
訓
練

も
一
層
必
要
に
な
る
。
今
日

の
演
習
で
は
住
民
の
生
命
、

財
産
を
守
る
ひ
と
つ
の
行
動

と
し
て
、
そ
の
全
容
を
い
か

ん
な
く
発
揮
し
て
ほ
し
い
」

と
訓
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

消
防
殉
職
者
に
対
し
黙
祷

を
さ
さ
げ
た
後
、
消
防
活
動

に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
、

岩
手
県
消
防
協
会
北
上
地
区

支
部
長
や
西
和
賀
町
長
か
ら

表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

部
隊
訓
練
に
先
立
ち
、
西

和
賀
消
防
署
員
に
よ
る
救
助

訓
練
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
救
助
訓
練
は
、
濃
硫

酸
を
積
ん
だ
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

ー
と
ワ
ゴ
ン
車
の
衝
突
事
故

に
よ
り
負
傷
者
が
発
生
、
さ

ら
に
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
か
ら

漏
れ
だ
し
た
濃
硫
酸
が
水
た

ま
り
の
水
と
混
合
、
化
学
反

応
を
起
こ
し
て
有
害
な
ガ
ス

が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
消
防
署
員

ら
は
有
害
物
質
か
ら
身
を
守

る
化
学
防
護
服
を
身
に
つ

け
、
迅
速
に
負
傷
者
を
救
出

し
ま
し
た
。

消
防
署
に
よ
る
救
助
訓
練

の
後
、
第
一
・
第
二
大
隊
に

よ
る
小
隊
訓
練
と
中
隊
訓

練
、
ラ
ッ
パ
隊
に
よ
る
ラ
ッ

パ
吹
奏
訓
練
と
ド
リ
ル
演
奏

に
加
え
、
ポ
ン
プ
自
動
車
、

小
型
ポ
ン
プ
そ
れ
ぞ
れ
の
操

法
訓
練
、
婦
人
消
防
協
力
隊

に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
が
行

わ
れ
、
見
事
な
動
き
に
参
観

者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
主
会
場
の
沢
内

中
学
校
校
庭
か
ら
放
水
訓
練

会
場
で
あ
る
蛭
山
橋
上
流
の

川
原
に
向
か
っ
て
分
列
行
進

を
行
い
、
放
水
訓
練
を
始
め

の
演
習
は
、
日
頃
の
消
防
任

務
に
対
す
る
志
、
正
確
な
消

防
機
器
の
操
作
、
迅
速
な
体

系
・
行
動
が
と
れ
る
よ
う
練

習
し
て
き
た
成
果
を
示
す
演

習
で
あ
る
。
近
年
は
消
火
活

動
だ
け
で
な
く
豪
雨
災
害
や

地
震
災
害
な
ど
が
多
発
し
て

西
和
賀
町
消
防
演
習
行
わ
れ
る�
西
和
賀
町
消
防
演
習
行
わ
れ
る

西
和
賀
町
消
防
演
習
行
わ
れ
る�
西
和
賀
町
消
防
演
習
行
わ
れ
る�

防
災
標
語�

最
優
秀
賞�

「
無
火
災
で
　笑
顔
あ
ふ
れ
る
　か
た
く
り
の
郷
里
」�

さ
と�

演習を前に整列する消防団

三角バケツで初期消火訓練

化学防護服を着て救助にあたる消防署員



西和賀町消防団　新体制に

◯2008（Ｈ20年）5月号３

　西和賀町消防団は消防団幹部の任期満了に
伴い、4月1日付けで新体制となりました。団
長には　橋久雄さん（弁天）が引き続き就任、
副団長には引き続き糯田勉さん（川尻）と、新
たに　橋昭貴さん（太田）が就任しました。�
　そのほかの体制は次のとおりとなりました。�

（敬称略）�
お問い合わせ先：総務課管財防災グループ�
　　　　　　　　　82－3281

団長の�
高橋久雄さん�
（弁天）�

ま
し
た
。

こ
の
放
水
訓
練
は
、
実
際

に
川
か
ら
ポ
ン
プ
で
水
を
汲

み
上
げ
、
会
場
に
設
置
さ
れ

た
く
す
玉
を
炎
に
見
立
て
、

そ
の
く
す
玉
を
め
が
け
て
放

水
を
行
う
も
の
で
す
。
各
分

団
と
も
見
事
に
放
水
を
集
中

さ
せ
て
く
す
玉
を
割
る
と
、

中
か
ら
は「
故
郷
を
燃
や
す

な
残
せ
未
来
ま
で
」「
火
災

予
防
は
　
家
族
団
欒
か
ら
」

な
ど
、
防
災
標
語
コ
ン
ク
ー

ル
の
手
作
り
の
垂
れ
幕
が
現

れ
ま
し
た
。

こ
の
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
、
選
考
の
結
果
第
３
分
団

第
１
部（
大
野
地
区
）の
「
無

火
災
で
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る

か
た
く
り
の
郷
里
」
と
い
う

標
語
が
、
今
年
の
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

３
回
目
と
な
る
消
防
演
習

を
無
事
終
え
、
講
評
官
と
し

て
迎
え
た
北
上
地
区
消
防
組

合
の
及
川
諭
消
防
次
長
か
ら

「
総
合
し
て
、
ま
こ
と
に
優

秀
で
し
た
」
と
の
講
評
を
受

け
た
　
橋
久
雄
消
防
団
長

（
弁
天
）
は
「
緑
豊
か
で
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
た
故
郷
、

大
切
な
西
和
賀
町
、
大
事
な

西
和
賀
町
民
の
生
命
財
産
を

守
る
べ
く
、
郷
土
愛
護
に
燃

え
る
団
員
が
一
丸
と
な
っ

て
、
無
火
災
・
無
災
害
に
す

べ
く
決
意
を
新
た
に
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
」
と
答
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

ラッパ隊を先頭に分列行進着色放水でくす玉を狙います

答辞を述べる　橋団長高�

だ
ん
ら
ん

さ
　
と



2008（Ｈ20年）5月号◯４

増
田
進
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
地

域
医
療
に
尽
力
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ

瑞
宝
双
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

増
田
さ
ん
は
、
昭
和
38
年
６
月
に
沢

内
村
国
民
健
康
保
険
沢
内
病
院
（
現
・

西
和
賀
町
国
民
健
康
保
険
沢
内
病
院
）

副
院
長
に
就
任
し
、
保
健
・
医
療
の
包

括
体
制
の
基
礎
作
り
に
努
め
ま
し
た
。

昭
和
50
年
か
ら
は
病
院
長
に
就
任
、

翌
51
年
に
新
築
さ
れ
た
病
院
で
は
新
た

に
歯
科
を
開
設
し
、
ま
た
病
院
が
持
つ

医
療
機
能
を
最
大
限
に
生
か
し
た
総
合

成
人
病
健
診
（
人
間
ド
ッ
ク
）
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
60
年
か
ら

は
眼
科
の
出
張
診
療
と
人
工
透
析
を
立

ち
上
げ
、
平
成
８
年
に
は
新
看
護
体
制

を
導
入
し
て
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
大
き
く

向
上
さ
せ
ま
し
た
。

増
田
さ
ん
は
病
院
で
の
活
躍
の
ほ
か

に
も
、
岩
手
県
地
域
医
療
研
究
会
会
長

と
し
て
研
究
活
動
の
指
導
に
尽
力
さ
れ

た
ほ
か
、
長
年
に
わ
た
る
地
域
医
療
活

動
を
ま
と
め
た
著
書
も
多
く
、
ま
た
各

地
で
の
講
演
を
通
じ
て
地
域
医
療
に
対

す
る
理
解
や
認
識
を
高
め
る
役
割
も
担

っ
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
８
月
か
ら
は
、
雫
石
町
内

で
借
り
受
け
た
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
改
造

し
、
診
療
所
「
緑
陰
」
を
開
所
。
主
に

は
り
治
療
を
中
心
に
し
て
、
患
者
さ
ん

と
の
対
話
の
診
療
を
続
け
て
い
ま
す
。

今
回
の
受
章
に
あ
た
り
、
増
田
さ
ん

は
「
沢
内
村
で
40
年
以
上
も
仕
事
を
し

て
こ
れ
た
か
ら
こ
そ
の
受
章
。
故
・
深

澤
晟
雄
村
長
の
も
と
で
の
仕
事
は
、
肉

体
的
な
苦
労
は
あ
っ
た
が
精
神
的
な
苦

労
は
感
じ
な
か
っ
た
。
い
き
い
き
と
し

た
活
動
の
中
に
身
を
置
け
た
自
分
は
つ

く
づ
く
幸
運
な
男
だ
っ
た
と
思
う
」
と

振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

【
主
な
経
歴
】

国
保
沢
内
病
院
副
院
長
　

昭
和
38
年
か
ら(

厚
生
部
健
康
管
理

課
長
兼
務
、
昭
和
45
年
か
ら
沢
内
村

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
務)

国
保
沢
内
病
院
長

昭
和
50
年
か
ら
平
成
11
年
ま
で

国
保
田
老
病
院
長

平
成
11
年
か
ら
平
成
19
年
ま
で

診
療
所
「
緑
陰
」
所
長

平
成
19
年
か
ら
現
在
に
至
る

深
澤
廣
見
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
る

消
防
活
動
へ
の
従
事
が
認
め
ら
れ
瑞
宝

単
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

深
澤
さ
ん
は
昭
和
25
年
に
沢
内
村
消

防
団
に
入
団
し
、
以
後
平
成
７
年
の
退

団
ま
で
地
域
住
民
の
安
全
確
保
と
防
災

意
識
を
高
め
る
啓
蒙
活
動
な
ど
を
率
先

し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。

昭
和
43
年
、
猿
橋
地
区
の
住
宅
で
夜

間
に
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
深
澤
さ

ん
は
知
人
宅
で
の
用
事
を
済
ま
せ
た
帰

宅
途
中
に
偶
然
こ
の
火
災
を
発
見
、
ま

だ
電
話
機
の
あ
る
家
も
少
な
か
っ
た

中
、
す
ぐ
に
電
話
機
の
あ
る
家
を
見
つ

け
、
的
確
に
通
報
し
、
必
要
な
連
絡
を

取
り
付
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
深
澤
さ

ん
の
団
員
と
の
連
携
の
と
れ
た
消
火
活

動
に
よ
り
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
57
年
の
太
田
地
区
の
火

災
で
は
、
住
宅
が
密
集
す
る
地
区
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
発
見
後
す
ぐ
に
延
焼

を
く
い
止
め
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
現

場
に
急
行
。
途
中
、
団
員
に
用
水
路
の

水
門
を
開
け
る
よ
う
指
示
し
、
自
ら
消

火
栓
か
ら
の
放
水
を
始
め
ま
し
た
。
し

か
し
火
勢
は
衰
え
ず
隣
家
へ
の
延
焼
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
深
澤
さ
ん
が
指

示
し
た
水
門
が
開
き
用
水
路
に
水
が
流

れ
、
こ
の
水
を
使
っ
て
の
消
火
活
動
に

よ
り
火
は
消
し
止
め
ら
れ
ま
し
た
。

深
澤
さ
ん
は
、常
に
現
場
の
最
前
線
で
自

ら
行
動
し
、ま
た
副
団
長
と
し
て
団
員

の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
受
章
に
あ
た
り
、
深
澤
さ
ん

は
「
今
回
の
受
章
は
消
防
に
携
わ
っ
た

者
と
し
て
大
き
な
感
激
で
あ
り
、
消
防

団
員
や
地
域
の
方
々
の
支
援
の
お
陰
。

こ
れ
を
機
に
今
後
も
微
力
な
が
ら
な
に

か
の
お
役
に
立
て
れ
ば
」
と
話
し
、
今

な
お
活
躍
し
て
い
る
後
輩
た
ち
に
期
待

を
込
め
て
い
ま
し
た
。

【
主
な
経
歴
】

沢
内
村
消
防
団
副
分
団
長
　

昭
和
55
年
か
ら

沢
内
村
消
防
団
分
団
長

昭
和
58
年
か
ら

沢
内
村
消
防
団
本
部
付
部
長
　

昭
和
61
年
か
ら

沢
内
村
消
防
団
副
団
長

平
成
元
年
か
ら
平
成
７
年
ま
で

行
政
区
長
　

平
成
11
年
か
ら
現
在
に
至
る

増田　進さん
（貝沢・74歳）

深澤 廣見さん
（太田・73歳）



４
月
26
日
陸
上
自
衛
隊
東
北
方
面
音

楽
隊
特
別
演
奏
会
が
、
西
和
賀
高
校
体

育
館
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
特
別
演
奏
会
は
、西
和
賀
高
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
主
催
、西
和
賀
高
校
同
窓
会
と
町

教
育
委
員
会
の
共
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

西
和
賀
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
家
子
勝
也
会

長
（
湯
本
）の「
拍
手
は
大
き
く
、
ア
ン

コ
ー
ル
も
大
き
く
」と
い
う
あ
い
さ
つ
の

後
、
音
楽
隊
が
入
場
し
、
田
村
守
隊
長

の
指
揮
に
よ

る
演
奏
会
が

ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

第
１
部
で

は
「
デ
ィ
ズ

ニ
ー
メ
ド
レ

ー
」
や
「
す

べ
て
を
あ
な

た
に
」、「
ル

パ
ン
三
世
'80

①
普
通
自
転
車
の
歩
道
通
行
に
関

す
る
規
定

歩
道
通
行
が
で
き
る
の
は
、

①
道
路
標
識
等
で
指
定
さ
れ
た
場
合

②
運
転
者
が
児
童
、
幼
児
等
の
場
合

③
車
道
又
は
交
通
の
状
況
か
ら
み
て
や

む
を
得
な
い
場
合

※
歩
行
者
も
「
普
通
自
転
車
通
行
指
定

部
分
」
を
で
き
る
だ
け
避
け
て
通
行

す
る
努
力
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

②
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
関
す
る

規
定

児
童
・
幼
児(

13
歳
未
満
の
者)

の
保
護

者
は
、
児
童
・
幼
児
を
自
転
車
に
乗
車

さ
せ
る
と
き
は
、
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
か
ぶ
ら
せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

③
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員

に
関
す
る
規
定

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員(

交
通

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア)

の
活
動
内
容
に
、「
自
転

車
の
適
正
な
通
行
方
法
に
つ
い
て
の
啓

発
活
動
」
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

◯2008（Ｈ20年）5月号５

の
テ
ー
マ
」
と
い
っ
た
お
な
じ
み
の
曲

の
ほ
か
、
楽
器
の
特
徴
を
生
か
し
た

「
シ
ャ
ウ
テ
ィ
ン
・
ラ
イ
ザ
・
ト
ロ
ン
ボ

ー
ン
」
な
ど
、
見
事
な
演
奏
を
披
露
。

西
和
賀
高
校
生
徒
を
は
じ
め
約
３
５
０

人
の
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
西
和
賀
高
校
の
校
歌
も

演
奏
。
吹
奏
楽
部
の
生
徒
６
人
も
歌
で

参
加
し
、
大
き
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
音
楽
隊
が
「
皆
さ
ん
に
お
聞

か
せ
し
た
か
っ
た
曲
が
た
く
さ
ん
あ
る
」

と
い
う
中
か
ら
選
ん
だ
数
十
曲
を
わ
ず

か
３
分
に
縮
め
た
イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ン

サ
ー
ト
の
曲
数
当
て
ク
イ
ズ
や
、
誕
生

日
が
近
い
生
徒
の
た
め
に「
ハ
ッ
ピ
ー
バ

ー
ス
デ
ー
」の
演
奏
や「
軍
艦
行
進
曲
」

の
指
揮
体
験
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
な

ど
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
演
奏
が
続
き
ま

し
た
。

演
奏
を
聴
い
た
生
徒
は
「
西
和
賀
高

校
に
も
吹
奏
楽
部
は
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
と
は
ひ
と
味
違
う
、
大
人
の
演
奏
会

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

陸上自衛隊東北方面音楽隊は昭
和35年1月、陸上自衛隊東北方面隊
の発足とともに仙台市宮城野区の
仙台駐屯地に創隊され、自衛隊の
儀式や部内外からの要請による演
奏に従事。
部外では定期演奏会や青少年コ

ンサートのほか、管轄とする東北6
県内での巡回演奏会、小中高各学
校での音楽鑑賞会や吹奏楽指導、
仙台七夕パレードといった各種行
事への参加など各方面で幅広く活
動を行い、現在は隊長以下52名の
編成で年間100回に及ぶ演奏活動で
活躍中です。

音楽隊プロフィール

■
問
い
合
わ
せ
先
／
　
　
　
　
　
　
　

町
民
課
　

８５
―
２
１
１
１

ま
た
は
最
寄
り
の
駐
在
所
へ

自
転
車
の
通
行
等
に
関
す
る
ル
ー
ル
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

平
成
20
年
６
月
19
日
ま
で
に
施
行
さ
れ
ま
す

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩
道

は
例
外

道
路
交
通
法
で
は
、
自
転
車
も
「
車
」

（
軽
車
両
）
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

歩
道
と
車
道
の
区
別
の
あ
る
と
こ
ろ

で
は
車
道
通
行
が
原
則
で
す
。

②
車
道
は
左
側
を
通
行

自
転
車
は
道
路
の
左
端
に
寄
っ
て
通

行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り

を
徐
行

歩
道
で
は
、
す
ぐ
に
停
止
で
き
る
速

度
で
車
道
寄
り
を
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

・
自
転
車
も
飲
酒
運
転
は
禁
止

・
二
人
乗
り
は
禁
止

・
並
進
は
禁
止

・
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る

・
信
号
を
守
る

・
交
差
点
で
は
一
時
停
止
と
安
全
確
認

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

「
自
転
車
安
全
利
用
五
則
」を

守
り
ま
し
ょ
う

見事な演奏に心も弾みます

音楽隊を率いての指揮を体験

携
帯
電
話
を
使
用
し
な
が
ら
の
運
転

や
傘
さ
し
運
転
は
非
常
に
危
険
で
、

交
通
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。



◆
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
と
は
？

が
ん
や
心
臓
病
、
脳
卒
中
な
ど
の
生

活
習
慣
病
は
現
在
、
日
本
人
の
死
因
の

約
６
割
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
生
活
習

慣
病
を
引
き
起
こ
す
主
因
が
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム(

内
臓
脂
肪
症
候

群)

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
、

こ
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

早
期
発
見
と
改
善
を
目
的
と
し
て
、
40

歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
を
対
象
に
「
特

定
健
診
」(

通
称：

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
健

診)

「
特
定
保
健
指
導
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

◆
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
？

内
臓
の
ま
わ
り
に
脂
肪
が
つ
く
内
臓

脂
肪
型
肥
満
に
加
え
て
、「
高
血
糖
」

「
高
血
圧
」「
脂
質
異
常
」
の
う
ち
２
つ

以
上
が
該
当
す
る
状
態
を
言
い
ま
す
。

放
置
す
る
と
生
活
習
慣
病
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

◆
健
診
の
受
け
方
は
？

町
の
国
保
で
は
、
６
月
に
集
団
健
診

を
行
い
、
そ
の
後
、
集
団
健
診
未
受
診

の
方
に
個
別
健
診
を
行
い
ま
す
。
町
の

国
保
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
か
ら
74
歳

の
方
に
は
受
診
券
を
配
布
し
ま
す
の

で
、
健
診
の
際
に
は
国
保
の
被
保
険
者

証
と
と
も
に
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

健
診
日
程
（
集
団
健
診
）
に
つ
い
て

2008（Ｈ20年）5月号◯６

は
、
６
月
２
日
〜
５
日
の
分
は
表
の
と

お
り
で
、
そ
れ
以
降
の
分
は
広
報
お
知

ら
せ
版
６
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

集
団
健
診
後
に
未
受
診
の
方
に
は
町
内

の
医
療
機
関
及
び
沢
内
病
院
で
の
個
別

健
診
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
町
の
国
保
以
外
の
加
入
者
に

つ
い
て
は
、
加
入
す
る
医
療
保
険
者

(

勤
務
先
な
ど)

に
実
施
日
程
や
受
診
方

法
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
個
人
負
担
額
は
？

１
人
１
、
０
０
０
円
で
す
。

◆
健
診
を
受
け
た
後
は
？

健
診
の
結
果
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
や
そ
の
予
備
軍
と
判
定
さ
れ

た
方
に
は
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
た

め
の
特
定
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。
該

当
す
る
方
に
は
町
の
保
健
師
、
管
理
栄

養
士
な
ど
が
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
生

活
習
慣
を
改
善
す
る
た
め
の
継
続
的
な

支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

◆
75
歳
以
上
の
健
診
は
？

健
康
診
査
と
し
て
特
定
健
診
の
集
団

健
診
の
際
に
同
時
に
実
施
し
ま
す
。
な

お
、
生
活
習
慣
病(

高
血
圧
、
糖
尿
病
、

心
臓
病
等)

で
治
療
中
の
方
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

●
生
活
機
能
評
価
を
集
団
健
診
時
に

同
時
実
施
し
ま
す

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
い
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。
内
容
を
確
認
し
て
、
生
活
機
能
評

価(

口
腔
内
視
診
、
関
節
可
動
域
等
の

検
査)

の
必
要
な
方
に
対
し
て
個
別
に

受
診
の
案
内
を
し
ま
す
。
生
活
機
能
評

価
と
し
て
特
定
健
診
の
集
団
健
診
の
際

に
同
時
に
実
施
し
ま
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
健
診
（
特
定
健
診
）

特
定
保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
す

本
年
度
よ
り
こ
れ
ま
で
の
基
本
健
康
診
査
が
特
定
健
診
に
変
わ
り
ま
す
。
特
定
健
診

は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
健
診
で
40
〜
74
歳
の
方
を
対
象
に
各

医
療
保
険
者
が
行
い
ま
す
。
今
年
町
で
行
う
特
定
健
診
は
国
保
加
入
者
が
対
象
で
す
。

平
成
20
年
４
月
１
日
付
で
、
岩
手
県

青
少
年
育
成
委
員
に
西
和
賀
町
か
ら
２

人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
委
員
は
各
中
学
校
区
ご
と
に
選

出
さ
れ
て
お
り
、
委
嘱
さ
れ
た
の
は
湯

田
中
学
校
区
担
当
と
し
て
川
尻
の
山
本

正
子
さ
ん
、
沢
内
中
学
校
区
担
当
と
し

て
大
野
の
石
川
勝
さ
ん
の
２
人
で
す
。

青
少
年
育
成
委
員
は
、
青
少
年
の
健

全
育
成
の
た
め
に
非
行
防
止
や
県
内
で

の
実
態
把
握
な
ど
、
青
少
年
を
取
り
巻

く
様
々
な
環
境
を
良
い
も
の
に
す
る
た

め
、
岩
手
県
と
西
和
賀
町
の
パ
イ
プ
役

と
な
っ
て
活
動
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

西
和
賀
町
の
青
少
年
育
成
が
よ
り
良

い
も
の
に
な
る
よ
う
、
町
民
の
皆
様
か

ら
も
情
報
提
供
な
ど
に
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

湯
田
中
学
校
区
担
当

山
本
正
子
さ
ん

（
川
尻
）

沢
内
中
学
校
区
担
当

石
川
　
勝
さ
ん

（
大
野
）

岩
手
県
青
少
年
育
成
委
員

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

■
問
い
合
わ
せ
先
／
生
涯
学
習
課

８２
―
２
０
４
５



国
保
税
が
軽
減
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す

つ
ぎ
の
条
件
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る

65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
世
帯
主
の
方
は
、

10
月
か
ら
国
保
税
を
年
金
か
ら
差
し
引

い
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
年
金
か
ら
差
し
引
い
て
納
め
て

い
た
だ
く
方
法
を
「
特
別
徴
収
」
と
い

い
、
納
付
書
で
金
融
機
関
な
ど
か
ら
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
「
普
通
徴
収
」

と
い
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
１
期（
７
月
）、２
期（
８

月
）、
３
期（
９
月
）は
こ
れ
ま
で
と
同
じ

国
保
税
が
変
わ
り
ま
す

く
普
通
徴
収
と
な
り
、
10
月
、
12
月
、

２
月
は
特
別
徴
収
と
な
り
年
金
か
ら
差

し
引
か
れ
ま
す
。

◎
特
別
徴
収
と
な
る
条
件

①
世
帯
主
で
国
保
の
被
保
険
者
の
方

②
世
帯
の
国
保
の
被
保
険
者
が
全
員
65

歳
以
上
75
歳
未
満
の
方

③
年
金
の
年
額
が
18
万
円
以
上
で
、
納

め
る
国
保
税
と
介
護
保
険
料
を
合
わ

せ
て
も
年
金
の
１
回
の
支
給
額
の
２

分
の
１
以
下
に
な
る
方

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
導
入
に
と
も
な
い

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
開
始
に
伴

い
、
国
保
に
引
き
続
き
加
入
す
る
方
の

負
担
が
急
に
増
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

次
の
よ
う
な
軽
減
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◎
75
歳
以
上
の
方
が
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
移
り
、
75
歳
未
満
の
方
は
引

き
続
き
国
保
に
加
入
す
る
場
合

①
所
得
の
低
い
方
の
国
保
税
軽
減

国
保
税
の
軽
減
を
受
け
て
い
る
世

帯
は
、
世
帯
構
成
や
収
入
が
変
わ
ら

な
け
れ
ば
５
年
間
今
ま
で
と
同
じ
軽

減
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
世
帯
割
で
付
加
さ
れ
る
平
等
割
の
軽
減

被
保
険
者
が
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
移
る
こ
と
に
よ
り
、
世
帯
内
の

国
保
の
被
保
険
者
が
１
人
に
な
っ
た

場
合
は
、
５
年
間
世
帯
割
で
賦
課
さ

れ
る
平
等
割
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

◎
75
歳
以
上
の
方
が
社
会
保
険
な
ど
の

被
用
者
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
移
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
被

扶
養
者
（
65
歳
〜
74
歳
）
が
国
保
に
加

入
す
る
場
合

国
保
加
入
の
手
続
き
を
す
る
際
に

窓
口
で
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
２

年
間
所
得
割
と
資
産
割
が
免
除
さ
れ

る
と
と
も
に
均
等
割
が
半
額
に
な
り
、

さ
ら
に
旧
被
扶
養
者
の
み
で
構
成
さ

れ
る
世
帯
は
平
等
割
も
半
額
に
な
り

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
税
務
会
計
課

８２
―
３
２
８
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10
月
か
ら
国
保
税
が
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
ま
す

算
定
方
法
と
税
率
が
変
わ
り
ま
し
た

◯2008（Ｈ20年）5月号７

こ
れ
ま
で
国
民

健
康
保
険
税
は
、

医
療
分
と
介
護
分

と
を
あ
わ
せ
て
課

税
し
て
い
ま
し
た

が
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
導
入

に
と
も
な
い
、
新

た
に
「
後
期
高
齢

者
支
援
金
」
を
合

算
し
て
課
税
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
税
率
も

下
の
表
の
よ
う
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
納
期
限
一

覧
表
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
左

表
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
す
で
に
皆
さ
ま
に
発
送

し
ま
し
た
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書

（
３
期
）
の
納
期
限
は
１
月
５
日
と
な
り

ま
す
の
で
訂
正
願
い
ま
す
。

お
　
詫
　
び



４
月
27
日
、
沢
内
バ
ー
デ
ン
で
交
通

安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

祈
願
祭
は
、
交
通
事
故
防
止
を
願
い
北

上
地
方
交
通
安
全
協
会
沢
内
支
会
の
主

催
で
、
沢
内
支
会
の
総
会
に
合
わ
せ
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
は
地
元
の
小
学
生
や
地
区
交
通

安
全
会
の
役
員
な
ど
お
よ
そ
70
人
が
参

列
し
、
悲
惨
な
交
通
事
故
の
防
止
を
祈

り
ま
し
た
。

祈
願
祭
の
後
に
行
わ
れ
た
沢
内
支
会

の
総
会
で
は
、
平
成
19
年
度
の
事
業
報

告
と
20
年
度
の
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ

た
ほ
か
役
員
改
選
も
行
わ
れ
、
前
会
長

の
佐
々
木
孝
治
さ
ん
（
前
郷
）
の
勇
退

に
伴
い
、
加
藤
保
典
さ
ん
（
新
町
）
が

新
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

議
事
終
了
後
に
は
北
上
警
察
署
の
南

部
交
通
課
長
に
よ
る
交
通
講
話
も
行
わ

れ
、
出
席

者
は
最
近

の
交
通
情

勢
に
つ
い

て
熱
心
に

聞
き
入
っ

て
い
ま
し

た
。

合併農協の発足を祝いテープカット
（写真提供:西和賀統括センター管理課）

2008（Ｈ20年）5月号◯８

交
通
事
故
防
止
を
願
い

交
通
安
全
祈
願
祭

５
月
１
日
花
巻
農
業
共
同
組
合
西
和

賀
統
括
セ
ン
タ
ー
で
、
合
併
Ｊ
Ａ
発
足

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

西
和
賀
農
業
協
同
組
合
、
北
上
市
農

業
協
同
組
合
、
花
巻
農
業
協
同
組
合
、

遠
野
地
方
農
業
協
同
組
合
の
岩
手
県
中

部
地
区
の
４
農
協
は
、
近
年
の
農
業
・

農
村
の
情
勢
な
ど
農
業
協
同
組
合
を
め

ぐ
る
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

合
併
に
向
け
て
調
査
・
研
究
・
協
議
を

重
ね
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
総

代
会
に
よ
る
合
併
協
議
や
合
併
契
約
調

印
式
な
ど
を
経
て
、
当
初
の
予
定
通
り

５
月
１
日
に
合
併
、
新
し
い
花
巻
農
業

協
同
組
合(

Ｊ
Ａ
い
わ
て
花
巻)

の
誕
生

と
な
り
ま
し
た
。

新
生
花
巻
農
業
協
同
組
合
は
、
地
域

農
業
を
支
え
、
組
合
員
や
地
域
に
信
頼

さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
す
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

可憐に咲く花を愛でる
安ヶ沢かたくりまつり

合併ＪＡが発足
新生花巻農業協同組合

４
月
28
日
安
ヶ
沢
の
カ
タ
ク
リ
群
生

地
で
、
安
ヶ
沢
か
た
く
り
ま
つ
り
の
開

会
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
安

ヶ
沢
か
た
く
り
ま
つ
り
は
地
元
有
志
に

よ
る
安
ヶ
沢
か
た
く
り
ま
つ
り
実
行
委

員
会
の
主
催
で
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年

で
11
回
目
と
な
り
ま
す
。

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
は
あ
い
に
く
の
悪

天
候
の
中
、
会
場
に
設
置
さ
れ
た
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
、
川
舟
小
学
校

の
黒
森
自
然
愛
護
少
年
団
、
川
舟
保
育

所
の
園
児
な
ど
お
よ
そ
60
人
が
参
列
し

ま
し
た
。

橋
松
榮
実
行
委
員
長
（
川
舟
）
は

「
今
年
は
春
が
大
急
ぎ
で
や
っ
て
き
て
、

例
年
よ
り
１
週
間
以
上
も
早
く
花
が
咲

き
誇
っ
て
い
ま
す
。
今
年
で
11
回
目
を

迎
え
る
か
た
く
り
ま
つ
り
で
は
、
多
く

の
お
客
さ
ん
の
心
を
癒
し
、
地
域
の

方
々
と
の
交
流
を
深
め
て
い
き
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い

た
案
内
看
板
も
整
備
、
来
場
者
を
歓
迎

す
る
体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。
セ
レ
モ

ニ
ー
の
最
後
に
は
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行

い
、
ま
つ
り
の
賑
わ
い
を
祈
り
ま
し
た
。

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
う
参
加
者

春
の
風
と
と
も
に

愛
子
お
ば
ち
ゃ
ん
が
訪
問

４
月
29
日
、
新
町
の
介
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
ゆ
い
っ
こ
を
民
謡
歌
手
が
訪
れ
ま

し
た
。

ゆ
い
っ
こ
を
訪
れ
た
の
は
「
愛
子
お

ば
ち
ゃ
ん
」
の
愛
称
で
多
方
面
で
活
躍

し
て
い
る
、
中
川
愛
子
さ
ん
を
中
心
と

し
た
「
中
川
愛
子
社
中
」
の
９
人
で
、

津
軽
じ
ょ
ん
が
ら
節
や
花
笠
音
頭
、
沢

内
甚
句
な
ど
見
事
な
三
味
線
と
民
謡
、

踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
施
設

玄
関
前
の
広
場
を
会
場
と
し
て
行
わ
れ

た
こ
の
催
し
に
は
、
施
設
利
用
者
と
地

域
住
民
を
合
わ
せ
て
40
人
ほ
ど
が
集
ま

り
、
暖
か
い
春
の
風
の
中
で
民
謡
を
楽

し
み
ま
し
た
。

施
設
を
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
い

っ
こ
の
田
中
美
惠
子
理
事
長（
貝
沢
）

は「『
ゆ
い
っ
こ
』は
１
周
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ

う
な
機
会
を
設
け
、
入
所
者
を
元
気
づ

け
、
地
域

の
皆
さ
ん

と
も
交
流

を
行
っ
て

い
き
た
い

で
す
」
と

話
し
て
い

ま
し
た
。

交通事故ゼロを祈念しました

暖かい日ざしに気持ちも若返ります
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交
通
指
導
隊
員
と
防
犯
隊
員
を
委
嘱
し
ま
し
た

●
西
和
賀
町
交
通
指
導
隊
【
任
期：

平
成
20
年
４
月
１
日
〜
平
成
22
年
３
月
31
日
】

輝きに魅せられて
ガラス彫絵作品展

５
月
11
日
と
12
日
の
二
日
間
、
本
屋

敷
公
民
館
で
ガ
ラ
ス
彫
絵
の
作
品
展
が

開
か
れ
ま
し
た
。
展
示
さ
れ
た
の
は
、

草
井
沢
で
ガ
ラ
ス
工
房
「
あ
ー
ら
」
を

開
い
て
い
る
戸
來
保
壽

へ
ら
い
や
す
ひ
さ

さ
ん
の
作
品
で

す
。こ

の
作
品
展
は
、
12
日
に
開
か
れ
た

穴
薬
師
神
社
の
祭
典
に
合
わ
せ
て
開
か

れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
力
強
く
進
む

Ｓ
Ｌ
や
民
俗
芸
能
を
舞
う
人
、
ア
ニ
メ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
西
和
賀
町
の
町
章
な

ど
、
戸
來
さ
ん
の
ガ
ラ
ス
彫
絵
作
品
50

点
あ
ま
り
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
戸
來
さ
ん
が
「
数

字
当
て
ゲ
ー
ム
」
も
行
い
、
見
事
数
字

を
当
て
た
来
場
者
に
は
展
示
作
品
そ
の

も
の
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
品
展
に
は
２
日
間
で
１
０
０

人
以
上
が
訪
れ
、
来
場
者
は
ガ
ラ
ス
の

輝
き
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ほ
っ
と
三
五
橋
を
飾
り
ま
す

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト

５
月
13
日
、
湯
夢
プ
ラ
ザ
駐
車
場
で

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
制
作
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
湯
田
温
泉
峡
旅

館
組
合
の
女
将
さ
ん
方
で
構
成
し
て
い

る
「
湯
の
華
会
」（
照
井
定
子
会
長
・

湯
本
）
が
錦
秋
湖
マ
ラ
ソ
ン
と
湖
水
ま

つ
り
の
実
施
を
前
に
、
参
加
者
を
歓
迎

す
る
目
的
で
昨
年
に
引
き
続
き
行
っ
た

も
の
で
す
。

集
ま
っ
た
会
員
は
、
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ

ス
ケ
ッ
ト
に
ベ
ゴ
ニ
ア
や
セ
レ
ネ
、
メ

ラ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
な
ど
の
花
を
手
際
よ

く
植
え
込
み
、
ほ
っ
と
三
五
橋
の
欄
干

に
飾
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
会
員
は

「
昨
年
は
12
個
だ
っ
た
が
、
今
年
は
倍

に
増
や
し
て
歓
迎
の
気
持
ち
を
込
め

た
」
と
話
し

て
い
ま
し

た
。湯

の
華
会

で
は
、
ほ
っ

と
ゆ
だ
駅
の

ホ
ー
ム
に
出

て
マ
ラ
ソ
ン

参
加
者
の
歓

迎
や
見
送
り

も
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま

す
。

作品展を開いた戸來さん(中央)

町
で
は
、
交
通
事
故
の
防
止
を
図
る
た
め
の
交
通
指
導
隊
員
、
防
犯
意
識
を
高
め
る

た
め
の
防
犯
隊
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
改
め
て
交
通
指
導
隊
員
と
防
犯
隊
員
を
委
嘱

し
ま
し
た
。

●
西
和
賀
町
防
犯
隊

【
任
期：

平
成
20
年
４
月
１
日
〜
平
成
22
年
３
月
31
日
】

■お問い合わせ
町民課 ８５－２１１１

風
が
強
く
苦
労
し
ま
し
た



エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
推
進
事
業

補
助
金
の
申
請
受
付
を
開
始

西
和
賀
地
方
は
美
し
い
自
然
や
景
観

に
加
え
、
優
れ
た
技
術
や
伝
統
文
化
を

育
み
伝
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
町

や
地
域
の
財
産
で
、
保
存
や
伝
承
を
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
生
活
様
式
や
自
然
環
境
の

変
化
な
ど
に
よ
り
失
わ
れ
て
い
る
も
の

も
多
い
の
が
現
状
で
す
。

西
和
賀
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事
業
は
、

こ
れ
ら
を
地
域
の
資
源
（
宝
）
と
し
て

と
ら
え
、
地
域
住
民
自
身
が
保
存
･
伝

承
す
べ
き
財
産
を
認
識
し
、
そ
の
資
源

を
生
か
し
た
創
意
と
工
夫
の
あ
る
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
む
事
業
で
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
各
地
区
で
の
地

元
学
の
開
催
や
西
和
賀
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
推
進
事
業
連
絡
会
で
の
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

地
元
学
お
宝
探
し
、

マ
ッ
プ
作
り
の
様
子

次のとおり入札を行いました。施
工箇所などの詳細については、担当
課までお問い合わせください。
工事名は一部省略して記載してい

ます。落札率は、税抜きの予定価格
と税抜きの請負額から計算していま
す。また、契約額については税込み
の金額を表示しています。

3月27日執行分
番号／1（建設課）
工事名／公共下水道下の沢地区舗装
復旧
場所／前郷
内容／施行延751.5mほか
契約者／(有)淀川組
契約額／1,354万5,000円
工期／H20.4.1～7.9
落札率／96.8%

番号／2（建設課）
工事名／野口川左岸河川災害復旧
場所／前郷
内容／コンクリートブロック積工
33㎡ほか
契約者／(有)高橋重機
契約額／201万6,000円
工期／H20.4.1～6.16
落札率／95.5%

番号／3（建設課）
工事名／細内川左岸河川災害復旧
場所／細内
内容／コンクリートブロック積工
54㎡ほか
契約者／(有)淀川組
契約額／483万円
工期／H20.4.1～7.1
落札率／97.7%

番号/4（建設課）
工事名／細内川左岸河川災害復旧
場所／大台野
内容／かご護岸工45mほか
契約者／(有)薄井組
契約額／409万5,000円
工期／H20.4.1～6.26
落札率／98.5%

番号／5（建設課）
工事名／西ノ沢川右岸河川災害復旧
場所／湯田
内容／コンクリートブロック積工

番号／17（建設課）
工事名／沢中川左岸河川災害復旧
場所／沢中
内容／コンクリートブロック積工
40㎡
契約者／竹沢工務店
契約額／186万9,000円
工期／H20.5.1～H20.7.9
落札率／94.1%

番号／18（建設課）
工事名／大木原線道路災害復旧
場所/貝沢
内容／コンクリートブロック積工
64㎡ほか
契約者／柿沢建設
契約額／498万7,500円
工期／H20.5.1～7.29
落札率／97.5%

番号／19（建設課）
工事名／沢中川左岸河川災害復旧
場所／花山
内容/／コンクリートブロック積工
28㎡ほか
契約者／竹沢工務店
契約額／142万8,000円
工期／H20.5.1～7.9
落札率／95.6%

番号／20（建設課）
工事名／湯川滑床線道路災害復旧
場所／奥の湯
内容／復旧延長15m
契約者／羽柴興業
契約額／178万5,000円
工期／H20.5.1～7.9
落札率／96.0%

番号／21（建設課）
工事名／本内大荒沢線道路災害復旧
場所／本内
内容／プレキャスト法枠工144㎡ほ
か
契約者／(有)淀川組
契約額／315万円
工期／H20.5.1～7.19
落札率／97.0%

番号／22（建設課）
工事名／サガ沢川右岸河川災害復旧
場所／草井沢
内容／コンクリートブロック積工
58㎡ほか
契約者／(有)西村組
契約額／273万円
工期／H20.5.1～7.19
落札率/96.7%

策定
場所／町内
内容／設計業務
契約者／新日本設計(株)東北支社
契約額／2,887万5,000円
工期／H20.5.1～H21.3.16
落札率／96.5%

番号／12（建設課）
工事名／上野々線本内橋取付護岸災
害復旧
場所／本内橋
内容／コンクリートブロック積工
98㎡ほか
契約者／(有)高橋重機
契約額／876万7,500円
工期／H20.5.1～8.22
落札率／97.3%

番号／13（建設課）
工事名／鬼ヶ瀬川左右岸河川災害復
旧
場所／野々宿
内容／コンクリートブロック積工
66㎡ほか
契約者／(有)薄井組
契約額／362万2,500円
工期／H20.5.1～7.24
落札率／98.2%

番号／14（建設課）
工事名／越中畑橋取付護岸災害復旧
場所／越中畑
内容／コンクリートブロック積工
21㎡ほか
契約者／(有)薄井組
契約額／224万7,000円
工期／H20.5.1～7.14
落札率／97.3%

番号／15（建設課）
工事名／下の沢線道路災害復旧
場所／下の沢
内容／コンクリートブロック積工
34㎡ほか
契約者／(有)佐々木設備
契約額／226万8,000円
工期／H20.5.1～7.14
落札率／97.7%

番号／16（建設課）
工事名／大鍵沢川左岸河川復旧
場所／鍵沢
内容／コンクリートブロック積工
28㎡ほか
契約者／柿沢建設
契約額／199万5,000円
工期／H20.5.1～7.14
落札率／95.9%

69㎡ほか
契約者／(有)武田工務店
契約額／311万8,500円
工期／H20.4.1～6.21
落札率／98.4%

番号／6（建設課）
工事名／大鍵沢川右岸河川災害復旧
場所／鍵飯
内容／コンクリートブロック積工
34㎡ほか
契約者／柿沢建設
契約額／242万5,500円
工期／H20.4.1～6.16
落札率／98.6%

番号／7（建設課）
工事名／沢中川左岸河川災害復旧
場所／桂子沢
内容／コンクリートブロック積工
15㎡ほか
契約者／高正組
契約額／93万4,500円
工期／H20.4.1～6.11
落札率／93.7%

番号／8（建設課）
工事名／柳沢川左岸河川災害復旧
場所／柳沢
内容／かご護岸工8mほか
契約者／羽柴興業
契約額／147万円
工期／H20.4.1～6.11
落札率／94.6%

番号/9（建設課）
工事名/鬼ヶ瀬川左岸河川災害復旧
場所/野々宿
内容/コンクリートブロック積工43
㎡ほか
契約者/竹沢工務店
契約額/189万円
工期/H20.4.1～6.11
落札率/95.0%

番号／10（建設課）
工事名／槍川右岸河川災害復旧
場所／貝沢
内容／かご護岸工33mほか
契約者／(有)高橋重機
契約額／308万7,000円
工期／H20.4.1～6.21
落札率／96.8%

4月25日執行分
番号／11（建設課）
業務名／簡易水道統合事業基本計画

入札状況

■お問い合わせ
西和賀町教育委員会　
生涯学習課
８２－２０４５

今
年
度
の
地
元
学
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

い
わ
て
地
域
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
代

表
理
事
の
広
田
純
一
岩
手
大
学
農
学
部

教
授
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
小
繋
沢

区
と
若
畑
区
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

広
報
に
し
わ
が
４
月
号
で
も
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
西
和
賀
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
推
進
事
業
連
絡
会
へ
の
参
加
も

引
き
続
き
募
集
し
て
い
ま
す
。
多
く
の

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

西
和
賀
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
推
進
事

業
費
補
助
金
は
、
地
域
の
資
源
を
活
用

し
て
、
経
済
的
な
成
果
に
つ
な
が
る
よ

う
な
活
動
や
埋
も
れ
た
資
源
の
伝
承
な

ど
の
活
動
に
対
し
て
、
20
万
円
を
限
度

と
し
て
支
援
を
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
補
助
金
を
活
用
し
て
「
庭
む
し

ろ
を
織
る
技
術
の
掘
り
起
こ
し
事
業
」、

「
カ
タ
ク
リ
の
里
ガ
イ
ド
養
成
事
業
」
な

ど
５
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
２
団
体
へ
の
補
助
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
補
助
金
の
交
付
を
受
け

た
い
団
体
は
、
生
涯
学
習
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。カタクリの里ガイド養成事業

2008（Ｈ20年）5月号◯１０

西　和　賀�
エコミュージアム�

事　業�
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で
あ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
三
月
と
四

月
上
旬
の
暖
か
さ
に
比
べ
、
四
月
下
旬

以
降
は
肌
寒
い
日
が
続
い
た
り
で
、

「
こ
れ
か
ら
の
天
候
は
農
作
物
の
生
育

に
都
合
よ
く
な
れ
ば
よ
い
が
」
と
心
配

さ
れ
て
い
る
農
家
が
多
い
よ
う
で
す
。

春
に
比
べ
て
遅
す
ぎ
る
の
は
、
国
の

政
治
の
進
行
で
す
。
年
金
問
題
、
ガ
ソ

リ
ン
税
、
道
路
特
定
財
源
、
そ
し
て
後

期
高
齢
者
医
療
等
、
な
ん
と
も
難
し
く
、

も
ど
か
し
く
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
思
い
の

春
で
あ
り
ま
す
。「
人
事
を
尽
く
し
て

天
命
を
待
つ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
が
、「
人
事
を
尽
く
す
」
こ
と
は
言

葉
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

「
人
事
を
尽
く
す
」
と
は
何
だ
っ
た
の

か
。
ど
う
す
る
こ
と
な
の
か
考
え
さ
せ

ら
れ
る
春
で
も
あ
り
ま
す
。

今
年
の
春
は
例
年
に
な
く
早
い
時
期

に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
カ
タ
ク
リ
も
桜

も
10
日
間
ほ
ど
も
早
く
開
花
し
ま
し

た
。
四
月
下
旬
か
ら
五
月
の
大
型
連
休

に
は
盛
り
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

北
上
の
展
勝
地
の
桜
ま
つ
り
の
お
客
様

も
激
減
し
た
と
聞
き
ま
し
た
。

西
和
賀
の
カ
タ
ク
リ
も
桜
も
早
く
咲

き
早
く
散
り
ま
し
た
。
か
た
く
り
ま
つ

り
も
願
っ
て
い
る
ほ
ど
の
お
客
さ
ん
が

来
な
い
の
で
、
今
一
つ
の
盛
り
上
が
り

地
域
に
残
し
て
お
き
た
い
ア
ル
バ
ム
を

作
ろ
う
と
い
う
地
域
の
声
に
応
え
、
和

賀
蛭
子
森
公
民
館
で
作
成
に
取
り
か
か

り
ま
し
た
。
地
域
の
方
に
写
真
や
そ
れ

に
ま
つ
わ
る
話
な
ど
の
提
供
を
呼
び
か

け
、
集
ま
っ
た
写
真
を
も
と
に
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

昔
な
つ
か
し
い
場
面
や
地
域
活
動
、

思
い
出
、
歴
史
な
ど
、
昔
か
ら
最
近
ま

で
の
写
真
を
綴
っ
た
こ
の
写
真
集
は
、

地
域
に
長
く
伝
え
ら
れ
る
も
の
に
仕
上

が
り
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
先：

和
賀
蛭
子
森
公
民
館
長

橋
明
雄
さ
ん
　
　
85
―
３
３
８
０

泉
沢
地
区
の
公
民
館
事
業
の
一
環
と

し
て
、
こ
の
ほ
ど
写
真
集
が
作
成
さ
れ

ま
し
た
。

「
小
さ
な
ふ
る
さ
と
〜
写
真
で
見
る

和
賀
蛭
子

森
の
今
昔

〜
」
と
名

づ
け
ら
れ

た
こ
の
写

真
集
は
、

地
域
の
思
い
出
を
綴
る

和
賀
蛭
子
森
写
真
集
作
成

町
長

高
　
橋
　
　
繁

みなさんのご意見、ご質問、文芸作品を募集しています。
総務課　　82-3281

「
早
す
ぎ
た
春
」



■
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
づ
く
り

菊
池
　
敏
夫
さ
ん
　

（
越
中
畑
）

「
ク
ラ
ブ
１
本
で

楽
し
め
ま
す
」

2008（Ｈ20年）5月号◯１２

長い間タクシー運転手を務めた一二さんは妻のスズさ
んと２人暮らし。
一二さん………

昭和30年に結婚し、今年で53年目を迎えます。
妻には今までも難儀をかけましたが、これからもよろ

しくと伝えたいです。
スズさん………

結婚した当時はまだ馬そりが使われていたころで、
冬は歩くのも大変だったのを覚えています。

これからも二人で一人前を目指して、仲良く暮ら
したいと思います。

石
川
一
二
か
つ
じ

さ
ん

（
８４
歳
）

ス
　
ズ
さ
ん

（
７６
歳
）

＝
湯
本
＝

│
い
つ
ご
ろ
か
ら

本
格
的
に
ゴ
ル
フ
の
練
習
を

始
め
た
の
は
平
成
10
年
こ
ろ
、

63
歳
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。

そ
れ
ま
で
は
関
東
で
写
真
関
係

の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

50
歳
を
こ
え
た
こ
ろ
か
ら
退

職
し
て
か
ら
ど
う
す
る
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
昔
は
野
球
を
や
っ
て

い
て
、
自
分
の
チ
ー
ム
を
持
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

野
球
は
人
数
が
揃
わ
な
い
と
で

き
ず
、
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
た

と
こ
ろ
一
人
で
も
楽
し
め
る
ゴ

ル
フ
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。

練
習
を
す
る
た
め
に
、
自
分

で
練
習
用
の
コ
ー
ス
を
作
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

│
こ
の
コ
ー
ス
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い

コ
ー
ス
は
１
４
０
ヤ
ー
ド
の

長
さ
が
あ
り
、
バ
ン
カ
ー
が
２

つ
あ
り
ま
す
。

最
初
の
地
な
ら
し
の
作
業
ま

で
は
建
設
業
者
に
依
頼
し
て
重

機
を
使
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後

は
芝
の
種
を
撒
い
た
り
シ
ー
ト

を
か
ぶ
せ
た
り
、
全
て
手
作
業

で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

最
初
は
20
ｍ
く
ら
い
の
グ

リ
ー
ン
だ
け
を
作
る
つ
も
り
で

始
め
ま
し
た
が
、
作
業
を
し
て

い
る
う
ち
に
あ
ち
こ
ち
に
手
を

入
れ
た
く
な
り
、
現
在
の
形
に

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

│
こ
れ
ま
で
で
苦
労
さ
れ
た
こ

と
は

大
雨
で
冠
水
し
て
芝
が
全
て

流
さ
れ
て
し
ま
い
、
ま
た
一
か

ら
作
業
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
が
い

ち
ば
ん
大
変
で
し
た
。
す
べ
て

手
作
業
で
芝
の
種
を
撒
き
な
お

し
、
暗
渠
や
堰
を
掘
っ
て
大
雨

対
策
を
と
り
ま
し
た
。

│
逆
に
う
れ
し
い
こ
と
は

芝
は
正
直
で
、
き
っ
ち
り
面

倒
を
み
る
と
き
っ
ち
り
応
え
て

く
れ
ま
す
。
刈
り
上
げ
た
あ
と

に
、
き
れ
い
に
揃
っ
て
い
る
と

き
が
い
ち
ば
ん
う
れ
し
い
で
す

ね
。
ま
た
、
整
備
の
た
め
に
体

を
動
か
し
て
い
る
の
で
、
健
康

に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

│
こ
れ
か
ら
先
の
目
標
は

あ
と
５
、
６
年
で
、
ま
わ
り

に
植
え
た
桜
が
咲
き
始
め
ま

す
。
野
芝
も
よ
い
状
態
に
育
っ

て
き
て
い
る
の
で
楽
し
み
で
す
。

ゴ
ル
フ
は
１
本
の
ク
ラ
ブ
が

持
て
れ
ば
楽
し
め
ま
す
。
体
に

気
を
つ
け
て
、
動
け
る
う
ち
は

ク
ラ
ブ
を
握
っ
て
い
た
い
で
す

ね
。

⑰

草井沢地区の入り口付近にそびえる巨木
が、草井沢利助大モミの木です。

モミの木はクリスマスツリーに使われるこ
とでも知られていますが、丘陵地や山林に生
育する雌雄同株の常緑針葉樹で、北は秋田県
から南は屋久島まで分布しています。

町の周辺では北上市にもありますが、草井
沢利助大モミの木は高さ約42m、枝張り約15m
四方、胸高直径約2mと雪の多い地方としては
まれにみる巨木です。

草
井
沢

利
助
大
モ
ミ
の
木

＝
草
井
沢
＝

（
西
和
賀
町
指
定
天
然
記
念
物
）

⑤

⑰

丁
寧
に
芝
の
手
入
れ
を
す
る
菊
池
さ
ん
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─いつから始められましたか
平成14年ころからです。行政区の行事で雫石

町の鶯宿温泉に出かけたとき、廊下をはさんだ
隣の部屋が高齢者のダンス同好会の一行で｢一緒
に踊りませんか｣と声をかけられたのがきっかけ
です。帰ってきてから、やってみたいという声
が多くあり会をつくりました。現在は19人の会
員がいますが、平均年齢は79歳ほどです。
─練習はどれくらい

月に1回、2時間程度が基本です。お盆などの
忙しい時期や真冬には休むこともあります。
―どんな曲で踊りますか

会員のほとんどが高齢者ということもあり、早
い曲などは途中で疲れてしまうので、ゆったり
した曲調のブルースが中心です。時々民謡など
に合わせて踊ることもあります。
―難しいところや楽しいところは

メロディを聴いてそれに合わせて動けばいい
と教わりますが、リズムに体の動きを合わせる
のが難しいですね。しかしメロディを聴くこと
で気持ちを弾ませることができるので、そこが
楽しいところです。
―これからの目標は

上手も下手もな
く、元気に、仲良く、
楽しく、長く続けて
いきたいですね。

■紹介者
会長
平澤安保さん
（泉沢）

⑰

泉沢ダンス同好会

│
い
つ
ご
ろ
か
ら

昭
和
38
年
に
店
を
開
き
ま

し
た
。
生
ま
れ
は
横
手
市
で
す

が
、
湯
田
温
泉
峡
の
お
み
や
げ

屋
さ
ん
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で

始
め
ま
し
た
。

│
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
お
菓
子

が
あ
り
ま
す
ね

最
初
は
ど
ん
な
お
菓
子
が
売

れ
る
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
の

で
、
ま
ん
じ
ゅ
う
類
や
ゆ
べ
し

な
ど
い
ろ
い
ろ
作
っ
て
み
ま
し

た
。
現
在
は
『
一
日
物
語
』
や

『
し
そ
最
中
』
が
代
表
作
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
冬
期
間(

11
月
〜
３
月)

限
定
で
、
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ

や
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
、
ひ
な

ま
つ
り
ケ
ー
キ
な
ど
も
販
売
し

て
い
ま
す
。

│
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

最
近
は
小
麦
粉
な
ど
の
材
料

が
値
上
が
り
傾
向
で
、
特
に
バ

タ
ー
な
ど
は
品
薄
で
確
保
す
る

の
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
ま
た

紙
箱
や
包
装
紙
な
ど
も
高
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
販
売
価
格

を
上
げ
る
の
は
簡
単
で
す
が
、

お
客
さ
ま
の
立
場
を
思
う
と
価

格
は
上
げ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

逆
に
「
お
み
や
げ
で
も
ら
っ

て
、
お
い
し
か
っ
た
の
で
」
と

電
話
な
ど
で
注
文
を
い
た
だ
く

と
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
ね
。

―
こ
れ
か
ら
の
目
標
は

病
気
な
ど
を
し
な
い
よ
う
健

康
に
気
を
つ
け
て
、
長
く
店
を

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
め

で
達
者
で
、
と
い
う
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。

お
菓
子
処

た
か
は
し

■
紹
介
者
　
店
主

橋
拓
三
さ
ん

（
湯
本
）

【材料】
絹ごし豆腐200g、砂糖70g、板ゼラチン9g(水に
ひたしてふやかせておく)、生クリーム200ml、
抹茶大さじ1

【作り方】
①抹茶をぬるま湯大さじ1で溶いておきます
②豆腐をミキサーでなめらかになるまで混ぜます
③②に砂糖と①を加え、ミキサーで混ぜます
④生クリームをとろりと泡立てて③に加えます
⑤板ゼラチンを湯せんで溶かし、④に加えます
⑥タッパーなどに入れて冷やし固めます
⑦大さじなどですくい器に盛り付けてできあが

りです

抹茶豆腐プリン
⑤

～19年度地域特産品加工コンクール出展作品～

■紹介者 左草婦人グループ　
橋本キミ子さん（左草）

⑰

好みできな粉や黒みつをかけても合います



お悔やみ申し上げます�

ご誕生おめでとうございます�

深　澤　ツ　ヤ�

羽　柴　テ　ル�

高　橋　　　操�

高　橋　正　松�
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・4月26日・89歳・川　舟�
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和賀町予算説明書」中74ページ
で担当課「農林課」とあるのは

「建設課」の誤りでした。
125ページで問3中「117P」と

あるのは「118P」、問5中「7P」と
あるのは「8P」の誤りでした。
また、132ページから136ページ
の「H20予算額」と「前年度予算額」
の数字が逆になっていました。

お詫びして訂正いたします。
問合先／総務課　　82-3281

電波は正しく使いましょう
6月1日から6月10日までは

「電波利用保護旬間」です。目
に見えなくても、不法電波は私
たちの暮らしや社会の迷惑にな
ります。

電波はみんなの財産です。
「不法無線局」をなくし、正し
く電波を使いましょう。
問合先／総務省東北総合通信局　

022-221-0641

出張特別試験のご案内
(財)安全衛生技術試験協会東

北安全衛生技術センターでは、
各種免許試験の出張特別試験を
行います。各県ごとに毎年1～2
回行っていますが、県内で受験
できる数少ない機会です。詳し
くはお問合せください。
試験の種類／①一級ボイラー技
師②二級ボイラー技師③ボイラ
ー整備士④クレーン･デリック運
転士(クレーン限定)⑤移動式ク
レーン運転士⑥第一種衛生管理
者⑦第二種衛生管理者⑧潜水士
試験日／平成20年8月24日（日）
※試験種類により開始・終了時
刻が異なります
試験手数料／8,300円
受験申請書提出先／種類①～③
は(社)日本ボイラ協会岩手支部

(盛岡市大通1-1-16岩手教育会
館6階　019-624-5139)、④～⑧
は(財)岩手労働基準協会(岩手
教育会館7階　019-623-6521)
申請書提出期間／7月7日(月)～
7月11日(金)9:00～16:00
問合先／東北安全衛生技術セン
ター 0223-23-3181

特別慰労品を贈呈しています
いわゆる恩給欠格者、戦後強

制抑留者、引揚者の「ご本人」
に、あらためて内閣総理大臣名
の『特別慰労品』を贈呈してい
ます。過去に内閣総理大臣名の
書状などを受けた方も対象とな
ります。
請求期間／平成21年3月31日まで
そのほか／請求書は、町民課ま
たは総合サービス課の窓口に用
意しています。
問合先／資格要件などのお問合
せは、独立行政法人平和祈念事
業特別基金　0120-234-933(月
～金・9:15～17:15・土日休)
ホームページ／
http://www.heiwa.go.jp

テレビの電波障害が発生
毎年5月から8月ころにかけ

て、テレビの電波が乱れること
があります。この電波障害は日
中に発生することが多く、VHF
の1～3チャンネルにのみ発生す
るのが特徴です。通常は１～2
時間程度でおさまりますが、長
時間続くこともあります。原因
は自然現象で、外国電波の飛来
による影響のためで、完全に防
ぐことはできません。ご理解を
お願いします。
問合先／NHK視聴者コールセンター

0570-003434
（受付時間 9:00～20:00）
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そ の ほ か

住民の動き

区分

件数

火災出場件数

0件
（2件）

損　害　額

0円
（7,076千円）

区分

件数

搬送
人員

1件
（10件）
0人

（10人）

12件
（37件）
11人
（35人）

7件
（31件）
7人

（31人）

20件
（78件）
18人
（76人）

救急出場件数

交通 急病 その他
合計

（ ）は1月からの累計

■救急

■火災

戸　籍　の　窓 （敬称略）

項　目
転　入
転　出
出　生
死　亡
人　口
男
女
世帯数

21
23
3
11

7,268
3,405
3.863
2.513

実　数
＋12
－39
＋1
0

－10
－6
－4
＋7

前月との比較

（4月末現在）

※掲載を希望しない事も出来ます。届け出の際に
お申し付けください。

火災・救急の状況

4月14日～5月13日受付分

（4月分）

交通事故の状況 （4月分）

物損
実数
累計

5
（43）

0
（9）

1
（5）

1
（1）

0
（1）

負傷 人身 死亡 飲酒

（ ）は1月からの累計

※3月分までの救急件数には秋田自動車道の西和賀
町内分を含めておりましたが、今年度分から含め
ないこととし、累計を訂正しています。

国や県から
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2つの審議会委員を募集
町政への住民の皆様の意見を

反映させるため、次の審議会委
員を募集します。
【募集する審議会と内容】

①　基本構想審議会

募集人員／4人
委員の任期／7月から2年間
内容／町の基本構想及び総合計
画に関する調査、審議等
②　行政改革審議会

募集人員／2人
委員の任期／6月から2年間
内容／町の行財政改革の推進に
関する調査、審議等

【応募方法】
応募資格／町内に住所があり、
実際に居住している20歳以上の
方で、委員の就任時に町の他の
審議会などの委員を務めていな
い方
応募方法／申込書(役場両庁舎
の窓口に用意しているほか、ホ
ームページからダウンロードで
きます)に必要事項を記入の上、
持参、郵送、ファクシミリなど
でお届けください。(応募書類
は返却しません)
募集期限／ 6月16日（月）
問合・申込先／政策推進室　

82-3284

住まいづくりに助成
町では、高齢者や重度身体障

害者の住む住宅改善を行った際
に、その改修費に対し補助を行
います。
改修内容／浴室・トイレの改
修、手すり取り付けや段差解消
など
補助対象者／要援護高齢者と重
度身体障害者(所得制限あり)
補助額／改修費用の3分の2以内
で限度額は60万円
申請方法／工事着手前に保健福

祉課に申請してください。着手
後の申請は対象になりません。
募集期間／5月26日(月)～6月16
日(月)
問合・申込先／担当のケアマネ
ージャーまたは
包括支援センター　85-3137
同支所(悠々館内) 84-2161
保健福祉課　　　　85-3412

6月8日は山菜を味わおう
町では、ワラビをはじめとし

た山菜の販売促進を応援してい
ます。

このたび、町内のワラビ園・
産直などを会場に山菜販売イベ
ントが行われますので、奮って
ご来場下さい。参加店舗によっ
て、ワラビのみそ汁などのサー
ビス（数量限定）があります。
日時／6月8日(日)
参加店舗／そば処常居(貝沢)、
高原ふれあい産直ハウス(貝
沢)、つきざわワラビ園(槻沢)、
産直湯の沢(湯之沢)、湯夢プラ
ザ(川尻)、産直高原プラザ（中
村）、道の駅錦秋湖(杉名畑)
問合先／つきざわワラビ園

84-2705

若年者のふるさと就職を
支援します

西和賀町若年者ふるさと就職
支援事業制度は、若年者(町内
に住所を有する満15歳以上25歳
未満)が町内の事業所に就職し
た場合、定住するための費用や
雇用した事業主が支払う賃金等
に対し、それぞれに6か月間、
ひと月あたり就職者1万円、事
業主2万円の交付金を助成する
ことで、若年者の町内定住と事
業所への定着を支援する事業制
度です。この制度に該当すると
思われる事業所はご相談くださ
い。

また「無料職業紹介所」を設

置し、求人・求職の紹介、あっ
せんを行っておりますのでご利
用ください。
問合先／観光商工課　82－3290

冬眠あけのクマに注意！
春先は、クマが冬眠から目覚

め、食べ物を求め活発に行動し
ます。山に入る予定の方は、ク
マとの遭遇などに注意してくだ
さい。

親子で行動している場合は、
親グマは子グマを守るために神
経質になります。クマに出遭わ
ないために次のことを守りまし
ょう。
◆山に入る場合◆
①グループの行動を基本にし、
朝夕は山中に入らない②クマの
出没状況を確認し、危険な場所
には近づかない③鈴、笛、ラジ
オなど音の出るものを携帯し、
クマに自分の存在を知らせる④
天候の悪い日の入山や水流の激
しい沢周辺は特に注意する⑤子
グマを見たらそっと立ち去る⑥
山菜採りは、周囲を確認しなが
ら節度を持つ
◆もしもクマに出遭った場合◆
①クマが遠くにいる時は、慌て
ないで静かにその場から立ち去
りましょう②近くで立ち止まっ
ているクマに出遭った時は、ク
マから目を離さないで持ち物を
静かに地面において注意をそら
し、ゆっくりと後ずさりして離
れましょう。背中を見せて逃げ
ると、クマは本能的に襲ってき
ます③クマは前足で顔面や頭部
を一撃します。突然クマに襲わ
れた場合は、被害を最小限に抑
えるために両手で顔や頭をかば
いましょう
問合先／農林課　　85-3415

「予算説明書」の訂正
先に配布した「平成20年度西

役 場 か ら
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地球環境にやさしい大豆インキを使用しています

「降る滝」へ続く滝コースと、女神山登山道
「ブナ見平入口」の分岐点に流れている滝。

表面の落差は２０ｍほどですが、水が伏流
水となって岩層の下を流れていて、中腹から
顔を出しています。滝の形では潜流滝と呼ば
れ、珍しい滝に分類されています。

「岩手の名水２０」にも選ばれています。

女神霊泉
落差およそ20m

（下前川上流百滝沢　撮影:５月中旬）

医
療
制
度
改
正
で
、「
後
期
高
齢

者
」
と
い
う
言
葉
を
毎
日
の
よ
う
に

耳
に
す
る
。
決
し
て
響
き
の
よ
い
言

葉
で
は
な
い
。
６５
歳
以
上
７５
歳
未
満

を
「
前
期
高
齢
者
」、
７５
歳
以
上
８５

歳
未
満
を
「
後
期
高
齢
者
」
と
呼
ぶ

そ
う
で
あ
る
。
で
は
８５
歳
以
上
は
？

あ
り
ま
し
た
。
老
年
医
学
で
は

「
超
高
齢
者
」
…
。

同
じ
よ
う
に
、「
限
界
集
落
」
と

い
う
言
葉
も
響
き
の
良
い
も
の
で
は

な
い
。
こ
れ
も
調
べ
て
み
た
。

「
存
続
集
落
」
５５
歳
未
満
人
口
比

５０
％
以
上
。「
準
限
界
集
落
」
５５
歳

以
上
人
口
比
５０
％
以
上
。「
限
界
集

落
」
６５
歳
以
上
人
口
比
５０
％
以
上
と

か
。「
限
界
集
落
」
の
次
に
く
る
の

は
人
口
ゼ
ロ
の
「
消
滅
集
落
」。

少
子
高
齢
化
に
過
疎
。
世
の
中
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
の
か
!?

「
限
界
集
落
」
が
「
消
滅
集
落
」

に
な
る
こ
と
は
「
存
続
集
落
」
が

「
準
限
界
」
や
「
限
界
」
に
な
る
こ

と
。
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
の
は
為
政

者
の
長
期
的
先
見
性
で
は
な
い
か
？

（
編
集
委
員
　
田
村
公
一
）

私
の
母
校
で
も
あ
る
西
和
賀
高
校

で
行
わ
れ
た
、
自
衛
隊
音
楽
隊
の
特

別
演
奏
会
に
お
じ
ゃ
ま
し
て
き
ま
し

た
。
様
々
な
楽
器
と
隊
員
の
声
が
奏

で
る
音
色
を
間
近
で
感
じ
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

（
総
務
課
地
域
振
興
Ｇ
　
佐
々
木
真
）

て

に

を

は

めがみれいせん

県道１号線（盛岡横手線）の下前入り口に「白糸の滝」
の標識があります。そこから下前地区を抜け、およそ７キ
ロほどの林道の終着点に駐車場があります。
林道は未舗装です。また、川を渡る個所もあるので長靴

が必要です。

…
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